
　
本
講
演
で
は
ま
ず
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書
と
も
密

接
に
か
か
わ
る
「
遺
嘱
」
の
作
成
過
程
を
、
で
き

る
だ
け
原
資
料
に
即
し
て
検
討
し
、
そ
れ
が
孫
文

の
死
の
一
カ
月
ほ
ど
前
に
国
民
党
の
指
導
部
に
よ

っ
て
起
草
、
討
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
注
精
衛
ら

孫
文
の
側
近
た
ち
は
遺
書
が
孫
文
の
死
後
に
持
つ

で
あ
ろ
う
権
威
性
を
予
見
し
、
そ
の
作
成
、
署
名

の
過
程
が
い
か
な
る
疑
惑
も
呼
ば
ぬ
よ
う
、
周
到

に
手
続
き
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ

の
物
証
と
な
る
の
が
、
病
床
の
孫
文
を
前
に
「
遺

嘱
」
原
案
を
朗
読
し
た
さ
い
の
注
精
衛
と
孫
文
と

の
談
話
記
録
（
一
九
二
五
年
二
月
二
四
日
中
）
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書
は
、
そ
の

作
成
過
程
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
が

公
表
さ
れ
た
の
も
、
「
遺
嘱
」
と
同
時
で
は
な
か

っ
た
。
国
民
党
側
の
人
士
が
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書

を
孫
文
の
正
式
の
著
作
と
認
め
な
い
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
実
を
言
え
ば
、
英
語
で
書
か
れ
た
と
さ
れ

る
ソ
連
あ
て
遺
書
の
原
文
書
自
体
が
、
そ
も
そ
も

こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

孫
文
研
究
者
た
ち
は
、
英
字
新
聞
に
載
っ
た
も
の

や
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
活
字
版
を
も
と
に
し
て
、

事
を
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
問
題
の
ソ
連
あ
て
遺
書
の
原
文
書
は
、
モ
ス
ク

ワ
の
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、

そ
の
原
文
書
に
基
づ
い
て
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
（
作

成
日
付
、
副
署
者
な
ど
）
を
分
析
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
結
論
に
い
た
っ
た
。
①
原
文
書
は
孫

文
自
筆
の
サ
イ
ン
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
国
民
党

関
係
者
七
人
の
副
署
を
持
ち
、
形
式
面
で
孫
文
の

著
述
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。
②
そ
の

副
署
は
、
国
民
党
の
首
脳
た
ち
も
同
文
書
を
孫
文

の
遺
言
と
認
知
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
③

た
だ
し
、
三
月
一
一
日
目
日
付
の
み
を
持
つ
ソ
連

あ
て
遺
書
の
形
式
は
、
二
月
二
四
日
の
日
付
を
併

せ
持
つ
「
遺
嘱
」
の
形
式
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
当
初
よ
り
「
遺
嘱
」
と
同
様
に
準
備
さ
れ

て
い
た
文
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
す

な
わ
ち
、
ソ
連
あ
て
遺
書
は
、
孫
文
の
臨
終
の
間

際
に
、
こ
う
し
た
文
書
の
必
要
性
を
感
じ
た
者
が

起
草
し
、
「
遺
嘱
」
へ
の
署
名
に
合
わ
せ
て
す
べ

り
込
ま
せ
た
文
書
で
あ
っ
た
。

　
ソ
連
あ
て
遺
書
が
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
作
成
過

程
を
経
た
原
因
、
そ
し
て
ソ
連
あ
て
遺
書
が
孫
文

の
死
後
に
た
ど
っ
た
運
命
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

国
共
両
党
の
融
和
と
対
立
、
そ
れ
に
連
動
す
る
中

国
と
ソ
達
の
離
合
罪
な
い
関
係
を
如
実
に
反
映
す

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
孫
文
死
後
に
確
立
す

る
孫
文
へ
の
尊
崇
体
制
が
、
「
遺
嘱
」
や
ソ
連
政

府
あ
て
墨
書
と
い
っ
た
文
書
の
持
つ
政
治
性
、
党

派
性
を
よ
り
増
幅
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し

た
尊
崇
体
制
は
、
孫
文
の
死
後
間
も
な
く
、
「
総

理
紀
念
週
」
と
い
う
定
型
化
し
た
孫
文
記
念
行
事

を
生
み
だ
し
た
が
、
そ
れ
は
国
共
両
党
に
共
通
す

る
領
袖
個
入
崇
拝
の
起
源
と
も
醤
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
五
年
度
大
会
・
総
会
は
、

一
一
旦
百
（
水
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
大
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
め
、
最
初
に
総

会
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
紀
平
英
作
理
事

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
開
か
れ
た
学
会
を
め
ざ
し
て

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
旨
を
述
べ
た
。
つ

い
で
島
居
一
康
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

　
庶
務
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
会
員

数
・
史
林
送
付
数
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
始
め

た
学
生
会
員
制
度
が
ひ
と
ま
ず
順
調
に
す
べ
り
出

し
、
会
員
数
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
報
告
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さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
役
員
の
交
代
、
名
簿
の
作
成

な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
編
集
（
杉
山
正
明
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
臨
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
さ
ら
に
来
年
四
月
に
「
国
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
を
開
催
し
、
そ

れ
を
特
集
号
に
反
映
さ
せ
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
会
計
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
四
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
広
報
（
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
や
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
発

送
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、
広
報
担
当

常
務
理
事
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
置
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
泉
拓
良
氏
「
フ
ェ
ニ
キ
ア
・
テ
ユ
ロ
ス
遺
跡

　
　
　
発
掘
調
査
の
成
果
I
I
－
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～

　
　
　
ロ
ー
マ
時
代
を
中
心
に
　
　
」

　
石
川
禎
浩
氏
「
死
後
の
孫
文
　
　
遺
書
と
記
念

　
　
　
週
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
吉
井
秀
夫
・
永
井

露
量
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
前
掲
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
と
も
に
近
年
の
調
査
に
立
脚
し

た
斬
薪
な
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
討
論
も
活
発
に

行
な
わ
れ
、
異
な
っ
た
分
野
か
ら
有
益
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
下
馬
進
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
吉
川
真
司
）

受
　
贈
　
誌
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五
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一
一
月
十
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日
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〇
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史
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史
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史
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O
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ω
ひ
山
～
駆

史
学
（
三
田
史
学
会
）
七
四
一
一
～
二

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
六
八
一
三
～
四

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
六
九
一
一
～
二

藍
国
史
研
究
予
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
三
〇

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
）
三
八

　
七
入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
七
一
四

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
一
一
五

　
～
六

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
二
一
～

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
一
一
〇

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
一
八

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
九
〇

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
一
⊥
～

経
〃
済
…
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
　
五
轟
バ
ー
四

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
二
〇

申
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
華
民
国

　
台
北
申
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
六
1
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